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地域密着型サービスの外部評価項目構成

I 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

合計

グループホーム(1ユニット)用

O項目番号について
外部評価は20項 目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

O記入方法
[実践状況]

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入します。

[次のステップに向けて期待したい内容]

事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、管理者と調査員で話し合い、その事
実を記入します。

O用語の説明
家族等 =家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

家 族 =家族に限定しています。
運営者 =事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者 (経営者と同義)を指し
ます。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

職 員 =管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

チーム =管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外のメ
ンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。
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訪問調査日

調査実施の時間

令和  7年 12月 8日 (月 )
午後3E徴   ～ 

∫
午後段2a

事業所名
(都道府県)

グループホーム桜森荘

( 山梨 県  )

評価調査員の氏名
氏 名
(作成者 )

関 直樹

事業所側対応者

職 名

氏 名

管理者

小林 美幸

ヒアリングを行つた職員数 (  2  )人



令和  7  年度

グループホーム(2ユニット)用

(様式 1)

)】

1 自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい

業所の優れている点、工夫点 ( 入 )

事業所番号 1991200252

法人名 芙蓉建設株式会社

事業所名 グループホーム桜森荘

所在地 山梨県富士吉田市旭1丁 目10番3号

自己評価作成日 令和 7年  ¬0月 8日 評価結果市町村受理日 令和  年   月   日

談も出来るような運営をしていきたい。高齢者がマイペースで過ごされる中で、自
らの能力を最大限に活かして、自立した質の高い生活を送ることができるように支

援したいと考える。
また、最期まで安心して生活できる場所として利用者・家族にとらえてもらえるよう、医師と薬剤師・看
護師・介護員のチームワークで支えたい。
一人一人が考えて介護サービスが提供できるよう、職員の研修にも力を入れている。

の ス

か観点

の意う 思 | 自

基本情報リンク先 http:〃 www.kaigOkensaku.mhlw.ao.ip′ 19′index.php

評価機関名 山梨県社会福祉協議会

所在地 甲府市北新司-2-司 2

訪問調査口 令和 7年 12月 8日

」`、

声に支えられ、職員は働く意欲につなげています。管理者はそれぞれの利用者様にとって何が大切
か、ご家族の思いや意向は何かを常に考え、職員と共に日々取り組んでいます。最低賃金の引き上
げ、諸物価の値上がり、利用者様に対する質の高いサービスヘの挑戦など、悩みながらグループホー
ム桜森荘は職員とともに前に進んでいます。

以

そして利用者様の入退院時の
用者様やご家族に一つひとつ ことが伺え

々」連絡 どの 日 の業 中務のます対応な
し利で 親切 頼され丁寧に接し信 て るヽ ます そ 族のんなご家

V.サービスの成果に関する項目(アウトカム項目)※ 項目血 1～ 55で 日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 ′目 取 り 組 み の 成 果
↓該当するものにO印 項  目 取 り 組 み の 成 果

↓該当するものにO印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目:23,24,25)

1ほほ全ての利用者の
2利用者の2/3く らいの
3利用者の1/3くらいの
4ほとんど掴んでいない

63

職員は、琢族が困つていること、不安 求

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目:9,10,19)

1ほぼ全ての霧族と
3くらいと

3家族の刊/3くらいと
ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆつたりと過ごす場面
がある
(参考項目:18,38)

O 1毎 日ある
2数 日に刊回程度ある
3たまにある
4ほとんどない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている(参考項目:2,20)
(※窓越しの面会など距離をとつた交流を含む)

1

2

3

4

こ1

に

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目:38)

O
1ほほ全ての利用者が
2和〕用者の2/3くらいんヾ
3利用者の刊/3くらいが
4ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がつたり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目:4)

2 えている
3あまり増えていない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目:36,37)

O 1ほほ全ての利用者が
2利用者の2/3くらいが
3 不咄用者の1/3くらいんヾ
4ほとんどいない

66
職員は、活き活きと働けている
(参考項目:11,12)

1

2 しヽ が

3 3くらいが
ほとんどし

/

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る(参考項目:49)(※ 感染対策を行い、可能な
場所に出かけているか)(※戸外とは事業所の
庭に出る等も含む)

○

1ほほ全ての利用者が
2利用者の2/3くらいが
3利用者の刊/3くらいが
4ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1

利用者の2/3く らいが
用者の司/3くらいが3利

し

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目:30,31)

O 1ほぼ全ての利用者が
2利用者の2/3く らいが
3 不可用者の 1/3くらし功ヾ

4ほとんどいない

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う JJ鶏藝舞詳「=

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目:28)

〇 1ほほ全ての利用者が
2不可用者の2/3く らいが
3利用者の1/3くら
4ほとんどいない

いが



自己評価および外部評価結果 事業所名

グループホーム(2ユニット)用

(l身く式 1)

〔セル内の改行は、(Aにキ )+(Enterキ ー)です。〕グループホーム桜森荘

自
己
Ｅ
ｌ

外
部
珂
ω

項  目

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をら、まえた事業所理

念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して

実践につなげている

つています。桜森荘職員行動指針を定め周知徹
為、毎日職員が朝礼で読み上げ確認。 が朝礼で読み上げ確認。 まヽ

2 (2) O事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

山丸尾目清雲第1班に刀日入し、人居者、スタッフと共に
清掃活動等参加。夏の流しそうめん大会や月に1回の
体操には、利用者の生活時間帯が合わず、参加して
いない。回覧板や運営推進会議で地域の行事を把握
し参加したい。また日曜日の食材等に関してはできる
だけ近所店(魚等)を利用し、利用者と共に購入し1こ
行つている。

西丸尾目治会第1班に加入し、入居者、スタッフと共に
清掃活動等参加。夏の流しそうめん大会や月に1回の
体操には、利用者の生活時間帯が合わず、参加して
いない。回覧板や運営推進会議で地域の行事を担握
し参加したい。また日曜日の食材等に関してはできる
だけ近所店(魚等)を利用し、利用者と共に購入しに
行つている。

目治雲に刀日人し回互オ反も回り、地域の清掃活動には職
員と一緒に利用者様も参加しています。地域の行事とし
て夏の流しそうめん大会などがありますが、時間帯が合
わず今後の課題となつています。地域となじむために、
事業所はできるだけ地産地消、地域のお店利用を心が
けています。

3 ①手栗所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の

人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて

,舌かしている

コミュニティカフェを開放しているが、カフェの運営まで
は出来ていない。随時、相談対応は行い、認知症の理
解、支援の方法等助言。市の協力のもと、オレンジカ
フェを2回開催。一方コミュニティカフェという場所をうま
く有効活用出来ていないという課題もある。

ヨミュニサィカフエを開欣しているが、カフエの運冨まで
は出来ていない。随時、相談対応は行い、認知症の理

解、支援の方法等助言。市の協力のもと、オレンジカ
フェを2回 開催。一方コミュニティカフェという場所をうま
く有効活用出来ていないという課題もある。

4 (3) O運宮推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、

評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし

ている

入居者代薮、須族会代表、地域代表(自治会・民生委
員・消防隊長)等の意見を取り上Iザ、消防団の方々に
よる施設内見学・ホームページの内部ページを作成
(ログイン画面の設定)。 また、非常時の介助方法を居
室上部にマークで貼り付けを行つている。

人盾者代表、雰顔会代表、地域代表 (目 治会・民生委
員・消防隊長)等の意見を取り上げている。消防国の

方々による施設内見学・ホームページの内部ページを
作成 (ログイン画面の設定 )。 また、非常時の介助方法
を居室■部にマークで貼り付けを行つている。

運営推進会議は2か月に1回開催しています。委員会
の意見や要望は施設運営に取り入れて質の向上に努
めています。消防国の隊長が委員であり、地域の消防
団は協力的で施設見学などしていただき、グループ
ホームの理解に努めています。非常時の介護方法は、
個々の居室の入り口に分かりやすくマークが張り付けて
あります。

5 (4) 〇市町村との運携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

当該刀[設の規′仄行機者、居室の所屋依悪琴、地頼の
状況も変化している為、問い合わせのあった際等、随
時、市の包括に伝達。運営推進会議ではこのような対

応等で状態が回復している等の状況を伝えながら、協

力関係を構築。

当該冴[設の現状行1琵者、居屋の澗堅状態等、地域の
状況も変化している為、問い合わせのあった際等、随
時、市の包括に伝達。運営推進会議ではこのような対
応等で状態が回復している等の状況を伝えながら、協
力関係を構築。

l蛭康Tttr上課の犠貝が、運冨王遷委員で2か月に司国参
加しているので、お互いの情報交換はできています。待
機者や居室の状況などを連絡していますと

6 (5) O身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお

ける禁上の対象となる具体的な行為」を正しく理

解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

身l不祠東策上の対象となる具体的な行為について
は、職員間に正しく理解出来るよう研修を行い、玄関
施錠等、言葉の拘束に関してもお互い注視しながら拘
束のないケアを実施。(内部研修済み)

身l本司東索上の対象となる具体的な行為について

は、職員間に正しく理解出来るよう研修を行い、玄関
施錠等、言葉の拘束に関してもお互い注視しながら拘
束のないケアを実施。(内部研修済み )

身不羽典をしアょ
‐いよl又ワ組みが行わ″Lています。全H既員

対象に身体拘束・虐待について練習問題などで取り組
み、職員はレポートを提出し共通の理解を深めていま
す。管理者は、スピーチロックは都度注意をしていま
す。

7 υ麿行の ワテ上の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい

て学ぷ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で

の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

昨年 は身 l不翔東・,習行防止委員会のリーダーを中心

に3か月にわたり、職員全体会議で高齢者虐待防止研
修として行つた。今年は、委員会の中での話し合いと
全体の研修を行つており、事業所内での虐待が見過ご
されることのないように、不適切ケアが少なくなるよう
努めている。

昨年十よ身体飼東・層行防止委員会のリーダーを中心
に3か月にわたり、職員全体会議で高齢者虐待防止研
修として行つた。今年は、委員会の中での話し合いと
全体の研修を行つており、事業所内での虐待が見過ご
されることのないように、不適切ケアが少なくなるよう
努めている。

8 ①権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年

後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要

性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支

援している

日甲生渚更被畢葉や厩年後見制圧については、メディ

アを使用し自由に研修できるよう導入、その中の研修

項目(必須項 目ではない)となつている。現在、権利擁

護を高めるための取り組みを行つている。過去に1名 、

包括・社協との連携の下、最期を迎えた時の対応につ

いて、樹木葬の場所見学・永代供養等、本人を含めて

話し合い対応。

日常生活貢1長手業や成年後見制度については、メディ
アを使用し自由に研修できるよう導入、その中の研修
項目(必須項目ではない)となつている。現在、権利擁
護を高めるための取り組みを行つている。

9 O契約に関する説明と細得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を

行い理解・納得を図つている

契約の締橋、解約、改雇の瞭に 1よ、日子間をかけて説明
し分からない部分、疑問点を、理解・納得できるまで時

間をかけて実施している (そ の場では理解しても、あと

で再度間い合わせがあれば説明を行う)。

契約の締縞、解約、改定の際には、時間をかけて説明
し分からない部分、疑問点を、理解・納得できるまで時
間をかけて実施している(その場では理解しても、あと
で再度間い合わせがあれば説明を行う)。

1/6



自己評価および外部評価結果 事業所名

グループホーム(2ユニット)用

(様式 1)

〔セル内の改行は、(Aにキ )+(Enterキ ー)です。〕

自

己

外

部 項  目

グループホーム桜森荘

10 (6) O運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

意見、要望寄取り入れ運営に反映できるよう、ご意見

箱や気づき箱を玄関ホールに設置していたが、ご家族

の 日に確実に入る玄関右手に設置。今後も気づいて

いただけるようご家族に声掛けを実施していく。

意見、要望等取り入れ運営に反映できるよう、ご意見
箱や気づき箱を玄聞ホールに設置していたが、ご家族
の目に確実に入る玄関右手に設置。今後も気づいて
いただけるようご家族に声掛けを実施していく。

玄関ホールに分かりやすく、気づき箱が設置してありま
す。事業所はご家族の面会時や電話などがあつた場
合、思いや意向などを聞き取るよ〕こ努めています。月
1回のお便りは好評で、楽しみにしているご家族がいま
す。

11 ( 7 , O運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞〈機会を設け、反映させている

全体会議・ユニット会議をそれぞれ月1回行つており、
その都度職員の意見や提案を聞いて反映。またユニッ
トリーダーに意見・提案が行くこともある。

全体会議・ユニット会議をそれぞれ月1回行つており、
その都度職員の意見や提案を聞いて反映。またユニッ
トリーダーに意見・提案が行くこともある。

宵堰有Iよ、日々の栗務の甲で職員の考えや希望などを
聞いています。月1回の全体会議やユニット会議で、忌
1単のない意見交換ができ、できるものは速やかに反映
しています。意見や要望は言いやすい環境にあります。

12 O就葉環境の蟹偏
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤

務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい

など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境

条件の整備に努めている

管理者や旧
`員
個質の実積、動】労状況を卍握し各目が

向上心を持つて働けるように整備に努めている。また

外国人の 日本語検定にも手当を出していけるよう体制
づくりを行つた。

宮埋者やH口ι貝1回々の実積、ヨ刀務状況を引」1屋し各目が
向上心を持つて働けるように整備に努めている。また
外国人の日本語検定にも手当を出していけるよう体制
づくりを行つた。

13 ①職員を百てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実

際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会

の確保や、働きながらトレーニングしていくことを

進めている

管理者や職員司人 1人のケア能力と力量を手巴手厘し、研
修を受ける機会の確保を進めている(介護福祉士

等 )。 施設内では月に1回研修の機会を設けている。他

にメディアを使用しての研修も行つている。   外
国人には言語理解や発音、漢字の練習等も兼ねて日

報等も記入してもらつている

管理者や職員1人 1人のケア罷力と刀重を11手歴し、研
修を受ける機会の確保を進めている(介護福祉士
等)。 施設内では月に1回研修の機会を設けている。他
にメディアを使用しての研修も行つている。   外
国人には言語理解や発音、漢字の練習等も兼ねて日
報等も記入してもらつている

Ｅ
‐５
週

O同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や戦員が同業者と交流する機

会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

等の活動を通じて、サービスの資を向上させてい

く取り組みをしている

O初期に築(本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困つているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

以前は同葉者との交流はあつたが現在はなし。

昨年グループホーム協会に入会。今年度は研修に職

員2名 が参加。

認知症などで同じ話を繰り返すが、その都度対応し、
不安、要望等耳を傾け、本人の安心を確保するため関
係づくりを実施。24時間シートや自分史などを活用して
把握し、改善方法の検討、支援を実施

以副は同栗者との交流 1まあつたが現在 Iまなし。

昨年グループホーム協会に入会。今年度は研修に職

員2名 が参加。

認知症などで同じ語を繰り題すが、その都度対応し、

不安、要望等耳を傾け、本人の安心を確保するため関

係づくりを実施。24時間シートや自分史などを活用して
把握し、改善方法の検討、支援を実施。また、ユニット

会議等を通して情報を共有して対応している。

16 〇初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困つている

こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

ご琢族からは在宅で見られていた認知戸ェの圧状が入
居してからも出るのではないか?落ち着いて過ごせる
のかといつた言葉が多く聞かれます。月1度手紙にて
様子をお知らせする、ご家族が来荘された際には気に
なつている事を聴かせていただくようにしています。そ
の他ご家族が困つている、不安なこと、ご要望には聴
かせていただき都度対応しています。

ご累族からはそこ
~毛
で見られていた認知症のF正状が入

居してからも出るのではないか?落ち着いて過ごせる
のかといつた言葉が多く聞かれます。月1度手紙にて
様子をお知らせする、ご家族が来荘された際には気に
なつている事を聴かせていただくよう1こしています。そ
の他ご家族が困つている、不安なこと、ご要望には聴
かせていただき都度対応しています。

17 O初期対応の見極めと更繊
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ

の時」まず必要としている支援を見極め、他の

サービス利用も含めた対応に努めている

入居時のADLを保つ事を念頭におき、生活の中や個
別リハビリの実施が出来るよう計画を見直しサービス
の対応を実施をしている。

入居後 週ヽ間は24時間シートに本人の様子・思い等
記録し対応している。入居時のADL維持と精神的な落
ち着きを念頭におき、生活の中の関わり方や個別リハ

ビリの実施が出来るよう計画を見直ししている。

18 O本人と共に過ごし更えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、

荏らしを共にする者同士の関係を築いている

洗濯もの干し・食事の盛り付け、食器お、き等家手を共
に行つてくれる方もいれば、他者のお世話をしてくれる
方もいる、また、掃除、裁縫や草取りなどご利用者様
が出来ることを職員の目の届く範囲で自由にして頂
き、職員も助かつている。

洗濯もの千し・食事の盛り付け、食器拭き等琢早を共
に行つてくれる方もいれば、他者のお世話をしてくれる
方もいる、また、掃除、裁縫や草取りなどご利用者株
が出来ることを職員の目の届〈範囲で自由にして頂
き、職員も助かつている。
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自己評価および外部評価結果 事業所名

グループホーム (2ユニット)用

(株式 1)

〔セル内の改行は、(Aにキー)+(Enterキ )です。〕

自

己

外

部 項  目
目己評イ面 |

ユニット名(ふじざくら )

グループホーム桜森荘
実践状況 )

ユニット名 (ら、よう )

19 ○本人を共に更えあう翠族との関係
4説員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

尿族の白会だけでなく、希望があれ lぷ不人から電晉古も

して頂いている。ADLの低下・栄養状態の悪化してる
方に、年前のお茶の際にプロテインを飲むことを理解

していただき、食事、栄養撰取への契機になる働きか

けを行いしつかり食べられるようになつた。看取りの方

に対しては、ご本人の希望を聞き、家族に支えになつ

て頂き、可能な限りご本人との時間を大切に過ごして

いただいた。

宋養状態の悪化してる方に、qi可のお茶の瞭I=ブロテ
インを飲むことを理解していただき、食事、米養摂取ヘ

の契機になる働きかけを行い、しつかり食べられるよう
になった。看取りの方に対しては、可能な限りご本人と
ご家族の時間を大切に過ごしていただいた。

20 (8) O馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた剛‖染みの人や場

所との関係が途切れないよう、支援に努めている

懸梁症のリスクが高い時期を除き対面での面会を行つ
ている。友人の面会もあり人と人との関係が途切れな
いよう支援をしている。また、携帯電話を持つていない
方も、自由に事務室で電話を使って頂いている。帰宅
願望が強い入居者様に対しご家族協力のもと、日帰り
で帰つていただく取り組みをお試しで行う。

悪業症のリスクが高い時期を除き対面での面会を行
い、時々家族と外食にも出かけている方もいる。可能

な限り人と人との関係が途切れないよう支援をしてい

る。馴染みの人や子供たちとの手紙のやり取りはして

いる人もいる。

刈国での回雲が可罷になり、こ琢灰と外真をしたり剛H梁
みの場所にご家族と出かける利用者様が増えてきてい
ます。事業所は、必要な利用者様には事務所の電話を
使用してもらうなど支援をしています。帰宅願望の強い
利用者様には、ど家族の協力をいただき関係が途切れ
ない支援に取り組んでいます。

21 O利用者同士の関係の更l共
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが子Д立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入盾者標同主の適に、関係性を見ながら歴る席を決

定しています。現在決まって座つていただいている席

では会話も弾んだり笑顔も見られるなど入居者様同士

でいい関係性を築けているのではないかと思います。

人居者標同■の題性、関係性を見ながら歴る席を決

定しています。現在決まつて座つていただいている席

では会話も弾んだり笑顔も見られるなど入居者様同士

でいい関係性を築けているのではないかと思います。

関係が悪化した際、別ユニットで日中過ごしていただく

など、柔軟に対応している。

田
２３
亜
ｏ

〇関係を断ち切らない取組み

サービス利用 (契約)が終了しても、これまでの関

係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族

の経過をフォローし、相談や支援に努めている

O思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握

に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し

ている

5年副にお亡くなりになつた方のご粟族が、オムツを包
むための新聞紙を持つてきてくれる。また、家族から別
の方の介護の相談もあった。今後もサービスが終了し
ても必要に応じ相談にのれるよう、努めている。

日常的に会話をする機会も多く、本人の要望、意向が
よく聞ける状態であるため把握している。

サービスが終了しても必要に応じ相談にのれるよう、
努めている。(以前、頻繁な医療が必要な状況となり
利用が終了した方の、入院先や家族から退院先につ
いて相談にのつた事がある。)

日常的に会話をする機会も多く、本人の要望、意向が
よく田ける状態であるため把握している。 まヽす ほ 利用者様は意向や思

し 。聞き取りが難しい利用

者様は、今までの生活歴や趣味などから話しかけると、
思いなどが聞き取れます。ご家族には面会時などその
様子をお話しします。

24 Oこれまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方
境、これまでのサービス利用の経過等の
めている

、生活環
把握に努

生活腔、今までの生 ,き習慣、環境等、ご不人または琢

族より、自分史を記入して把握。それ以降も、話の中

で聞き取つた内容を、職員間で共有している。

生清歴、今g:での生渚習慣、環境寺、こ本人また Iま雰

族より、自分史を記入して把握。それ以降も、話の中

で聞き取つた内容を、職員間で共有している。

25 O暮らしの現状の把握
一人ひとりの一 日の過ごし方、心身状態、有する

力等の現状の把握に努めている

l本調の変化の激しい方にも、出釆る限リタイムリーに

対応できる様、状態把握している。状況に応じてはオ

ンコール対応している。また、以前は寝たきりで食事も

全介助の方も、状態を見ながら介助量を調節し、今で

はほぼ自力で摂取できるまでになつている。基本的に

は入居者様 1人 1人の能力を見極め、その能力を最大

限使用出来るよう支援している。

日々の過ごし万、返々の心身′I大思の維過を見ながら、

現状把握とこれからどうしたらいいか考えて対応して

いる。また認知症実践者研修で一人をモデルに皆で対

応したら、新たな発見があり、有する力の把握が出来
た。

26 ( 1 0 〇チーム

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介設計画を作成している

より艮く尋らすための課題、ケアのあり方について本
人、家族、関係者と話し合い(職員全体会議も含め
る)、 意見、アイデアを反映して、現状に即した計画づく
りを実践。また、薬剤師がよく介入してくれ、減薬でき
た方もいる。

より艮く蕃らすための課題、ケアのあり方について本

人、家族、関係者と話し合い (職員全体会議も含め

る)、 意見、アイデアを反映して、現状に即した計画づく

りを実 [_t。 また、薬剤師がよく介入してくれ、減来でき

た方もいる。在宅マッサージの先生からのアドバイスも

ある。

やヽ 慧 れ を

てよ

図ります。利用者様やご家族の意見を反映した、本人
本位の介護計画が作成されます。管理者は、利用者様
の服薬の状況を見て、不明な点があれば薬剤師や主治
医と相談しています。

27 〇個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
回別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介設計画の見直しに活かしている

日々の生活、ケアの内容、気づき等個別にシステム情
報に記録、日報に申し送りをに記入し、職員間で情報
を共有、実践の様子を担当者が経過記録を残すように
している、計画の見直し1こ活かせるよう1こしている。情
報の共有のため、継続が必要な申し送り表を、ユニット
ごとに作成し、徹底を呼びかけている。

日々の生活、ケアの内容、気づき等個別にシステム情
報に記録、日報に申し送りをに記入し、職員間で情報
を共有、実践の様子を担当者が経過記録を残すように
している、計画の見直しに活かせるよ〕こしている。情
報の共有のため、継続が必要な申し送り表を、ユニット
ごとに作成し、徹底を呼びかけている。
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自己評価および外部評価結果 事業所名

グループホーム(2ユニット)用

(様式 1)

〔セル内の改行は、(Aにキー)+(Enterキ ー)です。〕グループホーム桜森荘
自

己

外

部 項  目
目 己 口+1山 (案畷 猿 洸 ,「
   Iニニしドを(五、よらュニット名(A、とし〆(ら  ) )

外舌い言半1山
1    及のステップに面十セ輸春とだi〈内容

~
窯陛状況

28 O一 人ひとりを更えるための手薬 P,「の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに提われない、柔軟

な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

一昨年バー千ンソン猫で第声が 1よつきりしない万の、

相続の話・預貯金の話し合いに金融機関や相続知財

センターが立ち合い、家族と共に意思の確認と保管場

所など確認できた。以降は柔軟な支援やサービスの

多様化に取り組めていない。

現在はまだ既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多様化に取り組めていない。

29 O地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が′b身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

地域資源Iよあるが、特別、資源の活用丁で縞ひついて
はいない。但し、ご家族の面会により、心の支えになつ
てもらつたことはある。今後、地域と関わらせていただ
き、入居者ご本人の心身の力を発揮できるよう支援し
ていく。      :

地頼貧腺Iよあるが、T吾別、貧源の店用まで縞ひついて
はいない。但し、ご家族の面会により、心の支えになつ
てもらつたことはある。今後、地域と関わらせていただ
き、入居者ご本人の心身の力を発揮できるよう支援し
ていく。

30 ( 1 1 , ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

これまでのかかりつけ医のまま継続の万もいる。言取
り対応の方は往診時に必要に応じ家族立ち合いや話
し合いの場を持つようにしている。状態に応じ、協力医
療機関や外部の主治医との連携も、柔軟に対応して
いる。場合によっては、夜間往診にも立ち会つている。

これまでのかかりつけ医のまま継続の万もいる。言取

り対応の方は往診時に必要に応じ家族立ち合いや話

し合いの場を持つようにしている。状態に応じ、協力医

療機関や外部の主治医との連携も、柔軟に対応して

いる。

今までのかかりつ

しています。選択はご家族にあり、かかりつけ医の受診
は、基本的にご家族に対応をお願いしますが、状況によ
り職員が付き添う場合もあります。各医療機関と柔軟に
対応しながら、健康管理に気を付けています。入退院に
ついてもご家族から感謝の言葉があります。

31 O看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪間看護師等に伝え

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を

受けられるように支援している

言護師が常動 (24日子間ONコール)でいるため、l口
`場
困

で相談・報告は適時適切に行われ対応出来ている。

言護目巾が冨重刀(24晴問 ONコール )でいるため、職場 四
で相談・報告は適時適切に行われ対応出来ている。

32 〇入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行つている

入院しても更繊運協堅 (市立、日赤、回生堂・三生会

病院等 )と早期に退院できるように施設側の体制を整

え情報交換、相談に努めている。連携室とも日頃から

情報を共有。

人陽しても更脱退1死至(市豆、日赤、回年宣・三生雲
病院等)と早期に退院できるように施設側の体制を整
え情報交換、相談に努めている。連携室とも日頃から
情報を共有。

33 ( 1 2, 〇重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

重度化や終末期のあり方について入居時に説明。冥

際に看取りの状態にある方にも、早い段階から本人・

家族と話し合い、場合により医師とも情報共有・話し合

いの場を設け、当該施設で出来る内容を理解しあい、

チームで支援に取り組めるよう職員に急変時の対応

方法を申し合わせしている。

て`人后日子に説明。冥

、早い段階から本人・

家族と話し合い、場合により医師とも情報共有・話し合
いの場を設け、当該施設で出来る内容を理解しあい、
チームで支援に取り組めるよう職員に急変時の対応
方法を申し合わせしている。

人居日子に、璽度化や終末期のケアについてこ琢万興と詰
し合いをしています。終末期にはご家族の感情に変化も
見られるので、都度、医師やご家族、事業所で話し合つ
て事業所でできること、できないことを共有し、チームで
支援に取り組んでいます。ご家族が納得する支援に努
めています。

34 〇急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

応急処置、初期対応の

初回研修に研修を行い、 応・ につい
ては実技の研修を年1回程度。体調不良者がいる場
合には、看護師が退勤する前には夜勤者、他職員に
対応を連絡、オンコール対応を実施。

Iよ冥施していない。

初 ・感染症対応につい

ては実技の研修を年1回程度。体調不良者がいる場
合には、看護師が退勤する前には夜勤者、他職員に
対応を連絡、オンコール対応を実施。

函

３６

( 1 3

壺
( 1 ■

O災吾対策
火災や地展、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

避難手順、避難ルート確立されてあり、地域(近所)の
消防団tt施設見学をしてもらい、施設の構造、設備、
入居者の部屋割りなど把握して頂いた。運営推進会議
の場で、有事の協働について話し合いもされた。

かけ対応が継続的に出来るよう内部研修をしつ二く
行つている。不適切ケアを少しでも減らすために、皆に
考えてもらうような内容にし、3か月にわたり研修を実
施

避難手順、避難ルート確豆されてあり、地巧t(返 Pザi)の

消防団に施設見学をしてもらい、施設の構造、設備、

入居者の部屋割りなど把握して頂いた。運営推進会議

の場で、有事の協働について話し合いもされた。

かけ対応が継続的に出来るよう内部研修をしつこく
行つている。不適切ケアを少しでも減らすために、皆に
考えてもらうような内容にし、3か月にわたり研修を実
施

防災訓線を行つています。運冨推進委員に地頼の消防

隊長がおり、地域の団員が事業所を見学に来ているの

で、事業所の理解は進んでいます。利用者様の部屋の

入リロに個々の、一日でわかる避難方法が示されてお
り、いざというときに役立ちます。運営推進委員の協力
があります。

守るための職員研修を重ねています。つい言葉がでや
すいスピーチロックには十分気を付けています。ご家族
アンケートでは職員の対応に感謝の言葉があります。
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自己評価および外部評価結果 事業所名

グループホーム(2ユニット)用

(様 J(1)

〔セル内の改行は、(Aにキ )+(Enterキ ー)です。〕グループホーム桜森荘
自

己

外

部 項  目
自己評価(実践状況)

|ュニット名(Å、よぅユニット名(ら、じざくら ) )

外部 ロキ

実践状況

山

次のステップに向けて期待したい内容
37 O利 用者の希望の豪出や目己決足の更接

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

今日看たい衣服など選疋して頂いたり、機会は少ない

がおやつを代表で買いに行つていただいたりしてい

る。思いや希望を表出できない人はいない。最近では

ドライブに行きマクドナルドやシヤトレーゼで好きなデ

ザートを頼んでいただいたこともある。

今日者たい衣服など選定して頂いたり、機会は少ない
がおやつを代表で買いに行つていただいたりしてい
る。思いや希望を表出できない人はいない。最近では
ドライブに行きマクドナルドやシヤトレーゼで好きなデ
ザートを頼んでいただいたこともある。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

1回々の生 ,古曽慣の運い lこ H〕した生 ,古を提 1共している

(共 同生活スペースの消灯時間は 21時であるが、居
室 内は 自由にテレビを見たり起きてもらつている )。

1回々の生店習慣の選いに即した生活を提供している

(共同生活スペースの消灯時間は21時であるが、居
室内は自由にテレビを見たり起きてもらつている)。

39 O身たしなみやおしやれの更族
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように

支援している

,員髪等身たしなみを大切に。その方なりのおしやれが

できるように支援している。

顕髪等身ア‐しなみを大切に。その万なりのおしやれが

できるように支援している。

40 (15) O食手を楽しむことのできる更接
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

食器拭きのお手伝い等職員と一緒に

るヽ(生活の継続 )。 食事出 て頂いてし

の際、検食を兼ねて職員は一緒に摂つている。

霊り付け、配脂、食器拭きのお手伝い寄職員と一緒に

出来る方は実施して頂いている(生活の継続 )。 食事
の際、検食を兼ねて職員は一緒に摂つている。

業者の調理指示春に基づいて、湯せんした食事が提供
されています。利用者様は盛り付け、配膳、後片付けな
ど、できるところをお手伝いしています。検食者は一緒
に食事をとって味や大きさ等に気を付けています。利用
者様の希望を取り入れた日曜日の昼は、手作りの食事
で大変好評です。

41 〇茉養摂取や水分確保の更接

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて

確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応

じた支援をしている

食事二、水分量を記録。1日 を通して確保できるよう更

援。夜間起きたらお茶を提供。こまめな水分摂取を心
が 1すている。 んミけている。

42 O口腔内の渭潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一

人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている

百汚れ、日異生じないように、起床後、毎食後に1人 1
人の状態に応じた口腔ケア実施。歯磨き粉種類、歯ブ
ラシ・音ブラシ、マウスウォッシュ、ポリデント等。

百汚れ、日異生じないように、超床後、毎食後に1人 i

人の状態に応じた口腔ケア実施。歯磨き粉種類、歯ブ

ラシ、口腔用スポンジ、ポリデント等。

43 ( 1 61 O排泄の 自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで

の排泄や排泄の 自立にむけた支援を行つている

1人 1人の排泄時間、習慣を把握して声掛け、トイレで
の排泄、失禁を低減し、自立に向けた支援を実践。

1人 1人の排泄時間、習慣を把握して声掛け、トイレで
の排泄、失禁を低減し、自立に向けた支援を実践。リ
ハパンを使用していた人も、現在は布パンツで過ごさ
れている。

T,F′どチエツク表を見ア【
^‐

がら、本l用者標Iよトイレで子,F′1堕し
ています。り,便困難者はできるだけ下剤を使用しない
で、おなかのマッサージを試み、自然排便に努めていま
す。

44 O便秘のヤ |ワ Jと 対心
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ

夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に

取り組んでいる

l不子果など筆 い運動 Iよして Iよいるものの十分ではない

が

予

、水分摂取の声掛け、整腸剤内服等、個々に応じて
防に取り組んでいる。

l不 !果など牲い運ヨBIよして(よいるものの十分でIよない

が、水分摂取の声掛け、整腸剤内服等、個々に応じて

予防に取り組んでいる。

45 ( 1 7, O入浴を楽しむことができる更接
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を

楽しめるように、職員の都合で曜 日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそつた支援をしている

日と日は罹疋しているが、人浴したくない日等は、他入
居者に話して入浴日を交替して頂いている。また日曜
日は予備日として希望があれば入浴。出来る限り同性
介護とし、介助している。毎日入浴したい方の希望に
は沿えていない。

lと 日は罹冠しているが、人浴したくない日等は、他人

居者に話して入浴日を交替して頂いている。また日曜

日は予備日として希望があれば入浴。出来る限り同性

介護とし、介助している。毎日入浴したい方の希望に

は沿えていない。

人浴日1よ月曜 日から主Π電日が基本ですが、利用者標
の希望や状況で日曜 日の入浴もあります。気持ちよく入

浴していただくために曜 日の変更はあります。同姓介護
に努め、職員は会話などで楽しく入浴できるよう努めて
います。

46 O安眠や休思の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ

て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支

援している

副夜あまり日民れなかつた、遅くまで超きていた等時々

の状態応じて朝寝、昼寝など短時間休息を提供。食事
を少し遅めにとっていただくこともある。また夜間のど

の渇き等水分を提供。

副夜あまり]Rれなかつた、運くまで足きていた等時々
の状態応じて朝寝、昼寝など短時間休息を提供。食事
を少し遅めにとっていただくこともある。また夜間のど
の渇き等水分を提供。夜間トイレが頻回で眠れない方
も主治医と相談のもと内服薬調整。排泄時の職員の
かかわりで、良眠出来るようになつた。
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自己評価および外部評価結果 事業所名

グループホーム(2ユニット)用

(様式 1)

〔セル内の改行は、(Aにキー)+(Enterキ ー)です。〕グループホーム桜森荘
自

己

外

部 項  目
目己Я+仙 (実 賑 状況 ,

I五三ットゑ(式(ょぅ  丁ュニット名 ( ら  )
外部評

実践状況

面

次のステップに向けて期待したい内容

47 O服楽 :更手装
一人ひとりが使用している薬の 目的や副作用、用

法や用量について理解しており、服薬の支援と症

状の変化の確認に努めている

48 〇役詈‖、楽しみごとの更接
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

S長り合い(仕手の提供 :おかすの霊り付け、食器ふき、
洗濯物たたみ等)や吾び(l者好品提供等)のある日々
を過ごせるように役割、気分転換(周囲散歩、軽い体
操等)を実施。脳トレを多く活用。2ヶ月に1回以上イベ

ントを実施(ドライブなど外出イベントも)。 毎日レクレー
ションをし体を動かす機会を設ける。

49 (18) 〇日常的なタト出更繊
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

外出行畢Iよドライフなど何回か行つています。日常的な
外出の散歩は庭に出て日光浴をしたり、近くを散歩した
りして気分転換やストレス発散をしています。個々の利
用者様の外出に際してはご家族が協力的です。

50 0お金の P,T焉や便,ことの更崚
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所

持したり使えるように支 l畏している

現在 自らお金を持ち使う入居者はいません。但し、イ
ベントや希望時、買い物の時にはお金を使えるよう対

応している。

F稲評晏絲鑓
51 ①電 H古や手4Aの更稜

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている 「平

TW呻家族に電話をかけたいと要望される方に関しては、自

由に電話をしたりしている。

52 1( O居心地のよい共用空間つくり
共用の空間 (玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴

室、トイレ等)が 、利用者にとって不快や混乱をま

ねくような刺激 (音、光、色、広さ、温度など)がな

いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、

居心地よく過ごせるような工夫をしている

周囲の尋栗 P'Tに比べ居′しヽ地の艮い栞用空間を煙駆 目

体を設計。天窓で自然の光を取り入れたり、自然な風

を取り込んでいる。庭スペースでの日光浴等天候が良

い日に随時実施。

共有スヘースの Fl用者標の表 1骨 Iよ、よく笑酸 がありぎ

す。それぞれの居場所に落ち着いた雰囲気がありま
す。温度、湿度は快適に保たれており、動線には危険を
感じない配慮があります。その時々の天候によつて、天
窓の光や自然な風を取り入れる工夫があります。

53 O共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合つた利

用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の

工夫をしている

齢 W引囁 訂翻 陣 絣
コミュニティカフェの活用。

行かれご自身が観たいテ

ている方もいる。

54 (20) O居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談

しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし

て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい

る

今ぎで便用していた物品、師 りなどを行ち込んでもらえ

るよ〕こ工夫。(テレビ・ラジオ、寧笥・鏡台などの家
具、アルバム等)。 「 最嘉評誌違拷

ケ晋弓

1躍

樫督覇確結審房蒙
え居重 Iよ利用者標そイしてイしが、コ‖梁みの家具や家涙与
真、テレビ、ラジオなどを持ち込んで、自分のお部屋とい

う工夫がしてあります。お部屋はきれいにお掃除がされ

清潔感があります。

55 O一人ひとりの力を活かした安全な〕世境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるよ引こ工夫している

かつできるたけ目立した生店が冨まれるよつにエ

している。霙憲露罷員
るたけ目立した生活が宮まれるよう1こ工

1更

ぞ
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